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１．環境動向

当社を取り巻く建設業界にも影響を与える様々なリスクに直⾯している
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・建設資材・エネルギー費
の更なる⾼騰

・国交省・県からの通達
(価格転嫁要請・監査指導事項)

・建設業界2024年問題
・国家PJ規模の建設需要続く
（リニア、万博、アジア競技⼤会等)

⇒今後は⼈件費の⾼騰も予測

『建設費の急激な⾼騰』

・コロナ禍、ウクライナ、中国ゼロコロナ
による厳しい事業環境

・コンプライアンス、品質問題
建設業法、下請法の遵守

・働きがい改⾰における
法規制の厳格化

『事業継続にはSDGsの取り組みは
必須』

・電動化への投資⼤幅増
（建物投資・修繕・⽼朽更新減）
・カーボンニュートラル、サーキュラー

エコノミーへの対応
・建設事業収益構造の変化
（今年度から営業本部新設し、

⺠間・官庁営業を強化)

『電動化対応によるリソーセスシフト』

・CASE及びSDGʼｓに対応
（電動化・カーボンニュートラル）
・中国EVメーカーの台頭
・⾃動⾞の価値観変化
・競争⼒確保に向けた体質改善が急務

『100年に⼀度の⼤変⾰』
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建設、都市開発事業の売上予測

2．売上予測と今後の対応 3

地域・協⼒会社・お客様・社内事業部間との連携を深め
新たな視点で受注拡⼤を図り、売上を着実に拡⼤

2020 2021 2022 2023 2025

（指数）

（年度）

ADの強みを⽣かし、事業間シナジーによる新規ビジネス創出と新たな市場開拓

【再開発・⼾建・リフォーム】
・地域貢献を⽬指したまちづくり

再開発プロジェクトへの参⼊
・売建セミオーダー商品を投⼊し

⼾建販売促進
・中古マンション・法⼈リフォーム

実績作りと周辺受注拡⼤

【⺠間、官庁】
・社内事業部営業リソーセス

集約した営業本部を⽴上げ、
新規顧客発掘で受注拡⼤

■官庁・⺠間 ■AI-G ■再開発・⼾建・リフォーム

【アイシングループ】
・CN､環境対策､電動化対応の

⼯場再編⼯事受注拡⼤



３．調達⽅針 4

【調達基本⽅針】
・⻑期安定取引を前提とした、仕⼊先様との共存共栄
・オープンでフェアな取引

【グループ調達⽅針】
⽅針０．お取引の前提となる活動の強化

（品質、安全・健康・ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ、ｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙ、SDGs）
⽅針１．成⻑戦略を⽀える調達基盤の構築
⽅針２．画期的な競争⼒の向上
⽅針３．業務プロセスの改⾰
⽅針４．BCP活動の強化
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【安全】︓働く仲間の安全と健康を⼀番に考え、最適な安全システムの構築
【コンプライアンス】︓⼀⼈、ひとりの遵法意識でコンプライアンスの徹底
【パートナーシップ】 ︓双⽅向での・適切な情報開⽰と共有化で

コミュニケーション強化
【競争⼒向上】︓新技術・新商品の開発⼒向上で持続的成⻑への貢献
【業務効率化】︓ＤＸ推進による業務プロセスの⾰新

⽅針1.

⽅針2.
⽅針3.

⽅針0.

別途詳細説明
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2020年度 2021年度 2022年度

⽅針０【安全】
3．調達⽅針 5

●リスク洗い出し不足
➤慣れ作業（今までなかった）による危険予測不足
➤急ぎ/遅れ挽回の心理から危険源の認識不足

●安全・社内ルール理解不足
➤重要ﾙｰﾙに対する深掘りができていない

災害件数 災害原因、解析（熱中症除く）

N=10件
14

働く仲間の安全と健康を⼀番に考え、最適な安全システムの構築
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熱中症3 不休3休業3 物損3

50％
25％

16％

9％

リスク洗い出し
不足

ﾙｰﾙ理解不足or
認識不足

変化点認識不足

その他

『危険感度を上げる実践型の訓練』や『自ら考え仲間と共有する教育』を充実

➤動画教材等を使った危険の芽を発見する訓練 / 仲間とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ(声掛け)の再認識

⼀⼈ひとりが安全・社内ルールを守り、災害・事故の無い職場づくりへの協⼒をお願いします

要因解析



⽅針０【コンプライアンス】
３．調達⽅針 6

着⼯前契約締結状況 ※調達発⾏分のみ

社内滞留最⼩化とお客様への早期発注のお願いで契約締結率の更なる向上

引き続き、法令遵守100％向けてご協⼒をお願いします

⼀⼈、ひとりの遵法意識でコンプライアンスの徹底

85

90

95

100

2020 2021 2022 2025
（年度）

89.1

96.0

10,100件

93.3

（％） 100.0

9,900件
50万円以上
2,800件

50万円未満
7,100件

4.0%

10,700件
50万円以上
3,000件

50万円未満
7,700件

遵法意識の徹底と
迅速なご対応

ありがとうございました。

着⼯前未契約詳細

2021年度協⼒会社様要因
190件

19%

16%

22%

43%

AD起因
協⼒会社様要因
緊急⼯事他
顧客要因

396件

他責 65%

⾃責 35%

協⼒会社様起因

46%54%

社内決済ﾙｰﾙ

返却遅延63件
33件



３．調達⽅針
⽅針１【パートナーシップ】

7
7

双⽅向での適時・適切な情報開⽰と共有化でコミュニケーション強化

お客様 協⼒会社
様

資材価格・納期・閑散期・建設情報他共有でコミュニケーションを更なる強化し、
協⼒会社様とWin-Winな関係の構築していきます。

物件情報

情報提供差別化
情報提供

建設・修繕
将来計画

マスメリットと負荷バランスを考慮した発注

受注

⼀括発注
・物件の重なりに
よる⼀括発注

・閑散期情報を
利⽤した発注

発注

コミュニケーションの⽬指す姿

価格動向他有益情報を活⽤して受注拡⼤

納期情報
資材価格早期発注

による
物価⾼騰
影響の
最⼩化

アイシン
開発

営
業
部

調
達
部



⽅針２【競争⼒向上】
３．調達⽅針 8

差別化技術(省⼈化・低コスト・⼯期短縮・品質他)を切磋琢磨し、更なる競争⼒向上

上記に加えCO2削減・建材ﾘｻｲｸﾙ・ﾃﾞｼﾞﾀﾙｻｲﾈｰｼﾞ他積極的な提案をお願いします

新技術・新商品の開発⼒向上で持続的成⻑への貢献

項目 目的 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

新
技
術
／
新
商
品

フェローデッキ⼯法 省⼈化

PC⼯法 ⼯期短縮

基礎ユニット⼯法 省⼈化

ラス型枠⼯法 ↑

⼤ｽﾊﾟﾝ⽴体トラス ↑

ノンブラケット⼯法 低コスト

D
X

デジタルサイネージ 業務効率

WEBカメラ監視 ↑

C
N

BDF燃料
間伐材ﾁｯﾌﾟ発電 CO2削減

⽅針3【業務効率化】 DX推進による業務プロセスの⾰新

◆A社 ◆B社

◆A中学校 ◆B幼稚園

◆D社 1期

◆E社1期

◆C社

◆C小学校

◆F社安城⇒G社

◆F社西尾⇒H社⇒I社

◆J社⇒D社⇒I社

◆K社造成
⼯場加⼯・運搬他コスト低減



３．調達⽅針 9

⽅針３【業務効率化】

50万円以上
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システム活⽤による業務効率化（CI-NET・請求書電⼦化他）を推進

電⼦化における困りごとには⽀援をしています。お気軽にご相談ください。

累計は退会相殺

分⺟変更

⺟数

■新規接続社数 ■累計接続社数 ■電⼦化率(件数⽐率)

全件

★コンプライアンス強化・コスト低減(印紙税)
コロナ禍 テレワーク

業務改善

ＤＸ推進による業務プロセスの⾰新

（件）
（％）

（年度）

運⽤8年
電⼦化率平均57%

70%

57％

2021・22年度平均⽀払額
500万円以上 271社
電⼦発注 145社(53.5%)

発注⾦額ベース 77.2%

印紙税軽減措置等を背景に
コストメリット無と判断 約20社



4.個別お願い事項

しくみ・管理指標・ツールの整備

■⼯事請負基本契約書︓2007年〜 協⼒会社の皆さまと締結を開始

今年度、再締結をご案内予定(10⽉~)です。
ご協⼒をお願いいたします。

・法令等の改正
（⺠法・建設業法・ガイドライン等）
・締結時の仕⼊先様からの指摘
・AD業態の拡⼤及び変化

『適正法令に則った契約書』
『AD業態にフレキシブルに対応できる契約書』
両条⽂の⾒直し・改訂を開始

現在の法律・社会状況に
⼗分対応できていない

10
0



５．当社の窓⼝ 11

ご意⾒・ご提案等がございましたら下記までご連絡お願いします

お問い合わせ内容 担当部署 連絡先
◇ 発注書⾯・お困りごとについて 調達本部 服部、堀⽥ ℡ 0565-52-5348

◇ ⽀払対応について 経営管理本部 経理部 稲垣 ℡ 0566-27-8703

◇ 安全・環境について 経営管理本部 安全環境部 ⼟屋 ℡ 0566-27-8701

◇ 技術提案等について 建設事業本部
都市開発事業本部

中島、廣⽥
鈴⽊、尾崎

℡ 0565-52-5342
℡ 0566-27-8713

◇ 遊休地・施設活⽤について 都市開発事業本部 不動産開発部 ⽻⽥野 ℡ 0566-27-8730

◇ 事業計画等について 営業本部 営業部 ⼩出、⽚⼭ ℡ 0565-52-5303

◇ リスクマネジメント
及び保険相談について 保険サービス事業本部 － ℡ 0120-27-8707

◇ 介護相談等について さわやかの丘 － ℡ 0120-508-165

◇ お気づきの点 経営管理本部
経理部 監査・法務G

℡ 0120-278-715
E-mail kigyorinrihotline

@aisin-ad.co.jp
※お問合せ時間 9:00〜17:00
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相互信頼による相互発展を基本に

サスティナブル・オープン、公平な

取引を⽬指し、

安全・品質・持続可能な社会に貢献


